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大盛況の第２７回国際メガネ展（ｉＯＦＴ２０１４）の開会式

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

（
Ｊ
Ｊ
Ａ
、
丸
山
朝
会
長
）

の
定
例
記
者
会
見
が
、
１０
月

２１
日
に
行
わ
れ
、
１０
月
７
日

に
開
か
れ
た
同
協
会
理
事
会

の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
「
Ｊ
Ｊ
Ａ
信
頼

の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
」で
は
、

消
費
者
志
向
の
高
ま
り
に
よ

る
法
律
改
正
等
に
よ
る
企
業

訴
訟
リ
ス
ク
の
高
ま
り
と
顧

問
弁
護
士
の
見
解
を
加
味
し

て
マ
ー
ク
を
廃
止
す
る
こ
と

に
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
全
店
に
発

行
し
て
い
た
が
、
弁
護
士
等

と
検
討
し
た
結
果
、
２
０
１

５
年
の
マ
ー
ク
は
出
さ
な
い

こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
来
年
は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ

会
員
に
違
う
マ
ー
ク
の
配
布

を
行
う
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
現

在
検
討
中
と
の
こ
と
。

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
マ
ス

タ
ー
ス
ト
ー
ン
（
カ
ラ
ー
）

原
器
管
理
運
用
委
員
会
に
つ

い
て
」で
は
、
同
委
員
会
は
、

１
９
９
２
年
に
宝
飾
業
界
に

お
け
る
鑑
別
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
Ｊ
Ｊ
Ａ
と
Ａ

Ｇ
Ｌ
の
共
同
で
設
立
し
た

が
、
鑑
別
機
関
の
成
熟
化
に

よ
り
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
が
参
画
す
る

役
割
が
終
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
委
員
を
辞
退
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

今
ま
で
も
名
前
は
出
し
て

い
た
が
、
実
際
は
何
も
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
辞
退
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
鑑
別
業
務
は

Ａ
Ｇ
Ｌ
に
任
せ
る
、
と
し
て

い
る
。

「
景
品
表
示
法
の
改
正
に

つ
い
て
」
で
は
、
２
０
１
４

年
１２
月
施
行
の
景
品
表
示
法

の
一
部
改
正
・
強
化
に
つ
い

て
、「
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク（
訪

問
・
電
話
）
」
を
含
む
優
良

誤
認
表
示
及
び
有
利
誤
認
表

示
等
の
禁
止
の
概
要
説
明
が

あ
り
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
会
員
へ
の
啓

蒙
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い

る
。セ

ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
関
し

て
は
、
か
な
り
厳
し
い
内
容

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

欲
し
い
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
制
定
に
つ

い
て
は
、現
在
進
め
て
お
り
、

来
年
に
は
制
定
で
き
る
見
込

み
、
と
し
て
い
る
。

詳
し
い
内
容
は
、
２
面
に

掲
載
。

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

が
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
乳
房
健
康
研
究
会
と

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
」
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

同
協
会
の
会
員
各
社
に
、

な
ぜ
乳
が
ん
啓
発
運
動
が
世

界
的
に
広
が
り
を
持
っ
て
活

動
を
し
て
い
る
の
か
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
。

詳
細
は
、
下
記
の
通
り
。

【
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動

に
つ
い
て
」
普
及
講
演
会
～

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
取

り
組
み
と
し
て
～
】

日
時
‥
１１
月
１３
日
午
後
２

時
～
３
時
半
。

場
所
‥
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
会
（
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
）。

講
師
‥
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

乳
房
健
康
研
究
会

�
木
富

美
子
常
務
理
事
。

受
講
対
象
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
会

員
、
６０
人
限
定
。

受
講
料
‥
無
料
。

◎
Ｊ
Ｊ
Ａ
理
事
会
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
面

◎
ナ
ガ
ホ
リ
創
美
展
開
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
東
貴
組
合
木
島
理
事
長
留
任

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
面

◎
ア
イ
ウ
ェ
ア
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
５
決
定

…
…
４
面

今今号号のの主主なな話話題題

東
京
会
館
で
開
か
れ
た
堀
奉
之
氏
の
旭
日
小
綬
賞
受
賞
の
祝
賀
会
に
は
各
界
か

ら
１
７
０
人
が
祝
福
に
か
け
つ
け
た（
右
下
写
真
は
喜
び
の
挨
拶
を
す
る
堀
氏
）

第
２７
回
国
際
メ
ガ
ネ
展

（
ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
）が
、

１０
月
２０
日
、
２１
日
、
２２
日
の

３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
東
４
、
５
ホ
ー
ル
で
華
々

し
く
開
か
れ
た
。

初
日
の
午
前
１０
時
か
ら
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ｉ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
が
開
幕
し

た
。各
会
社
の
ブ
ー
ス
に
は
、

大
勢
の
来
場
者
が
詰
め
か
け

て
い
た
。

午
後
１
時
か
ら
は
、
ア
イ

ウ
ェ
ア
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

ー
２
０
１
５
各
部
門
の
グ
ラ

ン
プ
リ
が
発
表
さ
れ
た
（
グ

ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品
の
紹
介

は
４
面
に
掲
載
）。

午
後
４
時
半
か
ら
は
、
甘

利
経
済
再
生
担
当
大
臣
が
政

務
の
都
合
で
欠
席
だ
っ
た

が
、
日
本
メ
ガ
ネ
ベ
ス
ト
ド

レ
ッ
サ
ー
賞
受
賞
者
が
、
壇

上
に
並
び
紹
介
さ
れ
、
そ
の

後
、
会
場
内
の
ブ
ー
ス
を
見

て
回
っ
た
。

な
お
、
１１
月
２０
日
の
来
場

者
は
、
５
６
３
４
人
、
２１
日

が
４
８
３
４
人
、
２２
日
が
３

４
６
６
人
の
３
日
間
合
計

で
、
１
万
３
９
３
４
人
だ
っ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
は
３

日
間
で
１
５
４
２
人
と
な
っ

た
。

弊紙「時計工藝新聞」は、１０月１日から

ホームページを開設しました。

ＵＲＬは以下になります。

http : //www.tokei–kougei.com
また、ホームページでは、２０１４年７月５

日号からのバックナンバーもご覧いただけ

ます。なお、バックナンバー閲覧にはＩＤ

とパスワードが必要になりますので、問い

合わせページからメールをいただければ、

確認後ＩＤとパスワードを送信します。

１０
月
２３
日
、
千
代
田
区
丸

の
内
の
東
京
会
館
１２
階
ロ
イ

ヤ
ル
ル
ー
ム
で
、
一
般
社
団

法
人
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

の
前
会
長
・
堀
奉
之
氏
が
春

の
叙
勲
、
旭
日
小
綬
章
受
章

の
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

発
起
人
は
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
の
丸
山
朝
会
長
、
同

協
会
元
会
長
・
桑
山
征
洋
氏
、

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
７

０
地
区
ガ
バ
ナ
ー
濱
野
英
美

氏
の
３
人
で
１８
時
か
ら
開

会
。濱

野
氏
の
祝
辞
、
開
会
の

挨
拶
の
あ
と
、
堀
夫
妻
が
叙

勲
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
祝

賀
会
に
は
堀
氏
の
人
柄
を
慕

う
各
界
の
方
々
１
７
０
人
超

の
出
席
者
が
あ
り
、
功
績
を

讃
え
た
。

堀
氏
の
叙
勲
は
永
年
に
渡

っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
躍

進
と
発
展
に
強
い
気
持
ち
と

信
念
で
尽
く
さ
れ
た
数
々
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
事
で
あ

る
。近

年
、
や
や
陰
り
の
見
え

る
業
界
で
の
今
回
の
堀
氏
の

叙
勲
は
明
る
い
話
題
で
あ

り
、
業
界
の
活
性
化
に
繋
が

る
事
が
期
待
で
き
る
。

貴
金
属
地
金
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
宝
飾
品
・
ブ
ラ
ン
ド

時
計
・
金
工
芸
品
の
総
合
商

社
	株
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
台
東
区
、
吉
澤
敏
行
社

長
）
が
運
営
す
る
、
国
内

大
級
の
金
工
芸
品
販
売
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
「
Ｎ
Ｊ
プ
レ
ミ
ア

ム
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
＆
Ｃ
ｒ

ａ
ｆ
ｔ
」
を
東
京
・
銀
座
４

丁
目
交
差
点
す
ぐ
の
銀
座
コ

ア
８
階
に
初
出
店
し
た
。

店
内
に
は
、
黄
金
の
殿
堂

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
現

代
の
名
工
や
著
名
な
作
家
が

丹
精
こ
め
た
作
品
１
０
０
点

以
上
を
一
堂
に
集
め
て
い

る
。

展
示
品
の
総
重
量
は
純
金

換
算
で
約
２
５
０
�

商
品
ラ
イ
ナ
ッ
プ
は
、
純

金
製
花
器
、
茶
器
、
仏
具
、

仏
像
、
御
鈴
、
置
物（
干
支
、

オ
ブ
ジ
ェ
）
、
ア
レ
イ
、
小

判
、
コ
イ
ン
（
ワ
ー
ル
ド
コ

イ
ン
、
地
金
型
コ
イ
ン
）
、

イ
ン
ゴ
ッ
ト
、小
物
商
品（
根

付
な
ど
）。

な
か
で
も
注
目
商
品
は
純

金
製
花
器
、
純
金
製
オ
ブ
ジ

ェ
の
ペ
ガ
サ
ス
、
鉄
ア
レ
イ

な
ら
ぬ
純
金
重
量
約
３０
�
の

純
金
製
ア
レ
イ
。
大
人
気
の

御
鈴
は
約
１
５
０
ｇ
か
ら
約

２
２
０
０
ｇ
ま
で
１８
種
類
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

投
資
対
象
の
商
品
で
な
い

純
金
製
仏
具
、
仏
像
、
御
鈴

が
富
裕
層
か
ら
高
い
人
気
を

集
め
る
の
は
相
続
税
が
か
か

ら
な
い
事
に
も
あ
る
。

同
店
舗
は
、
２
０
０
�
以

上
の
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

と
上
品
で
贅
沢
な
ひ
と
時
を

過
ご
せ
る
。
中
心
顧
客
と
し

て
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外

を
含
め
た
富
裕
層
を
想
定
し

て
い
る
。

東京・銀座の銀座コア８階に出店したＮＪプレミアムの店内

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 榎 本 卓 生

本 社 東京都台東区上野１―９―６

〒１１０―０００５

ＴＥＬ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ８ ８ ６

ＦＡＸ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ２ ８ ７

振 替 ０１９０―２―１３６９４７

円相場

１０６．４２円
１０７．０７〃
１０６．５６〃
１０６．９５〃
１０７．２５〃
１０８．２３〃
１０８．０２〃
１０７．８３〃
１０８．０７〃
１０９．１７〃
１１１．２２〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

６７．０６円
６７．２８〃
６７．６０〃
６８．０４〃
６６．９６〃
６７．６０〃
６７．５０〃
６７．２８〃
６７．９３〃
６７．９３〃
６５．７７〃

Pt

４，７３３円
４，７７１〃
４，７６４〃
４，８３７〃
４，７８３〃
４，７９７〃
４，７７１〃
４，７７２〃
４，８２４〃
４，８２１〃
４，７９６〃

金

４，６１５円
４，６３５〃
４，６６２〃
４，６７７〃
４，６６４〃
４，６６４〃
４，６５６〃
４，６３４〃
４，６５８〃
４，６３７〃
４，６０２〃

日 付

１０月１７日	金
２０日	月
２１日	火
２２日	水
２３日	木
２４日	金
２７日	月
２８日	火
２９日	水
３０日	木
３１日	金

貴金属地金相場旬報

ＯＳＡＫＡ

０６―６２４４―２０００

ＴＯＫＹＯ

０３―３５７２―０００４

本本紙紙ホホーームムペペーージジもも開開設設ししまま
ししたた。。どどししどどししアアククセセスス下下ささいい

１０ 月 ２０ ～ ２２ 日
東京ビッグサイト 華々しく開催

盛盛
況況
１１
万万
３３
９９
４４
３３
人人
来来
場場

ア
イ
ウ
ェ
ア
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
５

各
グ
ラ
ン
プ
リ
も
発
表

企業訴訟リスクの高まりと顧
問弁護士の見解を加味し決定

来
年
は
新
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ク
を
配
布

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
へ
の
取
り
組
み
発
表

Ｊ
Ｊ
Ａ

ＪＪ
ＪＪ
ＡＡ
信信
頼頼
のの
ママ
ーー
クク
廃廃
止止

日本ジュエリー協会１０・７理事会の概要報告

iOFT２０１４

時
計
工
藝
新
聞
は
本
号
か
ら
１
、
終
面
カ
ラ
ー
化
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◆
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
商
品
紹
介
が
色
鮮
や
か
に
◆
皆
様
か
ら
の
ど
ん
な
ご
要
望
に
も
お
応
え
し
ま
す

Ｎ
Ｊ
プ
レ
ミ
ア
ム
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ

Ａ
ｒ
ｔ

＆
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ

銀
座
に
初
出
店

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

「
Ｊ
Ｊ
Ａ
前
会
長
」
堀
奉
之
氏
の

旭
日
小
綬
章
受
賞
祝
賀
会
盛
大
に
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１１
月
５
日
に
宝
石
と
宝
飾
の
専
門
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

先
日
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
際
に
、
運
転

手
の
方
と
の
雑
談
で
、

「
最
近
ナ
ビ
を
利
用
す

る
様
に
な
っ
て
、
運
転

手
が
道
を
覚
え
な
く
な

っ
て
い
る
み
た
い
で
す

ね
」
と
い
う
話
が
あ
っ

た
。
確
か
に
今
、
ほ
と

ん
ど
の
タ
ク
シ
ー
に
は

ナ
ビ
が
付
い
て
お
り
、

中
に
は
行
き
先
を
告
げ

る
と
慣
れ
た
手
つ
き
で

場
所
を
打
ち
込
み
、
ナ

ビ
に
従
っ
て
目
的
地
に

向
か
う
事
も
何
度
か
見
か
け
た
が
、
特
に

違
和
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、

こ
の
運
転
手
の
方
が
、
先
の
セ
リ
フ
に
続

け
た
「
何
か
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
様
に
な
っ

て
、変
換
を
自
動
的
に
し
て
く
れ
る
の
で
、

漢
字
を
覚
え
な
く
な
っ
た
み
た
い
な
感
じ

で
す
か
ね
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
少
し
ハ

ッ
と
し
た
。

確
か
に
時
代
が
変
わ
っ
て
色
々
便
利
な

物
が
出
来
て
、
そ
れ
を
利
用
し
て
よ
り
効

率
的
に
物
事
が
処
理
で
き
る
の
は
有
り
難

い
と
は
思
う
が
、
し
か
し
、
そ
の
便
利
さ

に
頼
る
事
に
比
例
し
て
、
知
識
や
情
報
の

欠
如
と
い
う
問
題
も
引
き
起
こ
し
て
い

る
。映

像
機
器
の
発
達
で
活
字
を
読
ま
な
く

な
っ
た
事
も
同
じ
様
な
環
境
の
変
化
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
決
し
て
こ
う
し
た
兆

候
が
悪
い
事
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

個
人
的
に
は
こ
う
い
っ
た
方
向
性
は
少
し

人
間
味
の
な
い
冷
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
し
て

し
ま
う
。
私
自
身
古
い
人
間
と
言
う
事
も

あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ

か
ら
は
取
り
残
さ
れ
て
い
た
お
陰
で
、
自

ら
の
手
で
文
字
を
書
き
、
地
図
を
広
げ
て

行
き
先
を
調
べ
る
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
的
学

習
を
続
け
て
い
ら

れ
る
。
も
ち
ろ
ん

デ
ジ
タ
ル
な
知
識

も
必
要
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
ば
か
り

に
頼
ら
ず
、
時
に
は
人
間
臭
く
ア
ナ
ロ
グ

に
戻
っ
て
学
習
す
る
事
も
知
識
を
守
る
と

い
う
意
味
で
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
本
澤
康
之
）

�株
ナ
ガ
ホ
リ
（
東
京
都
台

東
区
）
は
、
１０
月
２４
日
、
２５

日
の
２
日
間
、
東
京
都
千
代

田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
「
秋

の
創
美
展
」
を
開
催
し
約
２

０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

同
展
は
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
煌
め
き
―
ロ
イ
ヤ
ル
・

ア
ッ
シ
ャ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
創
業
１
６
０
周
年
―
と
題

し
て
、
世
界
最
高
峰
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
と
言
わ

れ
、
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
ロ

イ
ヤ
ル
の
称
号
を
も
つ
ロ
イ

ヤ
ル
・
ア
ッ
シ
ャ
ー
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
は
じ
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
セ
レ
ク

ト
し
た
個
性
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
他
で
は
、
１
０
０
年

後
に
受
け
継
が
れ
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
―
ナ
デ
ィ
ア
、
モ
ナ
コ

の
夜
、
光
と
影
が
織
り
な
す

花
び
ら
―
レ
ポ
シ
、
ミ
ラ
ノ

の
夜
に
華
美
な
輝
き
を
放
つ

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
花
束
―
ス
カ

ヴ
ィ
ア
、
色
褪
せ
る
事
の
な

い
、
精
密
な
ハ
ン
ド
ワ
ー
ク

―
ブ
チ
ェ
ラ
テ
ィ
、
ゴ
ー
ル

ド
を
優
美
に
表
現
す
る
独
創

的
な
芸
術
性
―
ア
ン
ナ
マ
リ

ア
・
カ
ッ
ミ
ッ
リ
、
キ
ャ
ン

ペ
サ
ン
な
ど
の
イ
ン
ポ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
。

ラ
イ
セ
ン
ス
ブ
ラ
ン
ド
で

は
、
ユ
キ
・
ト
リ
ヰ
、
ニ
ナ

・
リ
ッ
チ
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で

は
、
ナ
デ
ィ
ア
、
稀
少
な
フ

ァ
ン
シ
ー
カ
ラ
ー
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
―
ザ
・
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、H

E
A

R
T

O
F

JE
W

E
L

R
Y

―

サ
ー
ズ
デ
イ
・
ア
イ
、
オ
ス

カ
ー
ピ
ー
コ
ッ
ク
、
日
常
に

エ
レ
ガ
ン
ス
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
プ
ラ
ス
し
て
―
ラ
・
ソ
マ
、

貴
方
に
花
を
添
え
る
、
深
い

神
秘
的
な
グ
リ
ー
ン
―
花
街

道
、
花
鳥
風
月
、
フ
ォ
ー
リ

ー
ヴ
ス
、
ウ
ー
ゴ
・
コ
レ
ア

ー
ニ
、
ス
イ
ー
ト
テ
ン
・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ラ
イ
ン
、
ソ
ノ
リ
テ
、
プ

ロ
ポ
ネ
ー
ル
、
オ
ン
リ
ー
ユ

ー
。デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド

で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ

（
原
正
次
）
、
落
合
朋
子
、

梶
光
夫
、
芝
田
悦
美
、
菅
沼

知
行
、
福
原
佐
智
、
ブ
ル
ー

ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
松
沢

安
行
、
水
野
薫
子
、
山
�
裕

見
子
ら
が
出
展
し
て
い
た
。

素
材
と
し
て
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
カ
ラ

ー
ド
ス
ト
ー
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー

（
ル
ビ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ア
・

エ
メ
ラ
ル
ド
他
貴
石
、
半
貴

石
）
、
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー

（
ア
コ
ヤ
真
珠
、
黒
蝶
真
珠
、

白
蝶
真
珠
）
の
ほ
か
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
も
展
示
さ
れ
て
い

た
。な

お
、
１０
月
２８
日
に
は
ヒ

ル
ト
ン
大
阪
で
も
開
催
さ

れ
、
１１
月
２０
日
に
は
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
で
も
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

豪華なダイヤモンドに来場者は魅了されていた

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院

（
露
木
宏
館
長
）
が
企
画
・

運
営
す
る
宝
石
と
宝
飾
の
専

門
図
書
館
の
「
ジ
ュ
エ
リ
ー

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
東
京
本

校
内
に
１１
月
５
日
か
ら
オ
ー

プ
ン
す
る
。

長
年
ジ
ュ
エ
リ
ー
教
育
に

携
わ
っ
て
来
た
同
学
院
が
、

こ
れ
ま
で
に
収
集
・
所
蔵
し

て
き
た
図
書
や
寄
贈
資
料
を

会
員
制
で
公
開
し
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
文
化
の
向
上
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
図
書
資
料
を
末

永
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
来
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
世
界
が
わ

か
り
、
進
む
べ
き
方
向
性
も

見
え
る
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
を
目
指
す
。
知
的
刺
激
を

受
け
る
場
と
し
て
、
ま
た
、

新
た
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
価
値

を
発
見
す
る
場
と
し
て
活
用

で
き
る
。

【
図
書
資
料
の
内
容
と
特

色
】ジ

ュ
エ
リ
ー
一
般
、
宝
石

・
宝
石
学
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、

色
石
、
真
珠
、
貴
金
属
、
関

連
読
み
物
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
制

作
技
法
書
、
デ
ザ
イ
ン
書
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
史
、
民
俗
装
身

具
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

の
和
・
洋
の
書
籍
の
ほ
か
、

昭
和
４０
年
以
降
、
国
内
で
発

行
さ
れ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
雑
誌

な
ど
を
所
蔵
。
各
種
業
界
資

料
や
冊
子
類
な
ど
を
含
め

て
、
資
料
数
は
１
万
冊
。

【
設
備
と
蔵
書
数
】

設
備
‥
広
さ
約
８２
・
５
平

方
�
、
座
席
数
１２
～
１４
席
。

蔵
書
数（
１０
月
１
日
現
在
）

‥
単
行
本
�
計
４
４
６
３
冊

（
和
書
�
３
１
９
６
冊
、
洋

書
�
１
２
６
７
冊
）
、
雑
誌

�
計
４
３
７
３
冊
（
和
書
�

４
１
５
３
冊
、
洋
書
�
２
２

０
冊
）
。
そ
の
他
、
新
聞
記

事
等
フ
ァ
イ
ル
約
４０
冊
、
３

３
０
０
件
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
】

同
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
一
角

に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
あ
り
、
こ
こ
で

同
学
院
所
蔵
の
世
界
各
地
域

の
伝
統
装
身
具
や
日
本
の
伝

統
装
身
具
を
年
数
回
展
示
す

る
。【

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用
費

用
・
方
法
】

�１
会
員
に
は
、Ａ
会
員（
学

院
各
コ
ー
ス
在
校
生
、
卒
業

生
、
研
究
会
会
員
な
ど
）
と

Ｂ
会
員
（
一
般
、
業
界
関
係

者
な
ど
）が
あ
り
、
年
会
費
、

登
録
費
は
次
の
通
り
。

Ａ
会
員
�
年
会
費
４
５
０

０
円
、登
録
料
２
５
０
０
円
。

Ｂ
会
員
�
年
会
費
９
５
０

０
円
、
登
録
料
５
０
０
０
円

（
と
も
に
税
込
）。

Ａ
会
員
の
う
ち
、
同
学
院

在
校
生
の
年
会
費
は
別
に
定

め
る
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
特
別

協
力
者
は
年
会
費
不
要
。

�２
遠
方
な
ど
の
理
由
に
よ

り
定
期
的
に
利
用
で
き
な
い

方
に
は
、
予
約
に
よ
り
利
用

で
き
る
単
発
利
用
会
員
制
度

も
あ
る
（
原
則
と
し
て
会
員

の
紹
介
が
必
要
）。

単
発
利
用
会
員
�
１
回
利

用
料
金
１
２
０
０
円
、
登
録

料
３
０
０
０
円
（
税
込
）。

開
館
日
は
、
当
面
、
水
曜
、

木
曜
（
午
前
１１
時
～
午
後
６

時
）
、
土
曜
（
午
前
１１
時
～

午
後
５
時
）
の
週
３
日
。

座
席
数
が
少
な
い
の
で
、

登
録
時
に
原
則
の
閲
覧
曜
日

を
決
め
て
も
ら
う
。

２
冊
所
蔵
の
図
書
は
有
料

貸
し
出
し
を
す
る
（
単
発
利

用
会
員
は
除
く
）
。
貸
し
出

し
費
用
は
１
冊
２
０
０
円

（
１
回
３
冊
ま
で
）
。
期
間

は
１
カ
月
。

保
存
資
料
や
閉
架
式
書
棚

の
資
料
閲
覧
は
事
前
申
請
が

必
要
（
原
則
と
し
て
土
曜
日

午
後
の
閲
覧
と
な
る
）。

コ
ピ
ー
は
、
で
き
る
も
の

と
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
相
談
を（
１
枚
１５
円
）。

見
学
を
希
望
す
る
方
は
土

曜
日
午
後
に
予
約
の
上
来
館

の
こ
と
。

な
お
、
会
員
登
録
受
け
付

け
は
、
２
０
１
５
年
１
月
７

日
か
ら
始
ま
る
。
受
付
人
数

は
約
１
０
０
人
程
度
。

宝
石
と
宝
飾

専
門
図
書
館

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院

宝
石
学
部
は
、
こ
の
ほ
ど
６

月
に
実
施
し
たG

em
–

A

（
英
国
宝
石
学
協
会
）
認
定

の
２
０
１
４
年
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
（
基
礎
課
程
）
試
験

と
デ
ィ
プ
ロ
マ（
上
級
課
程
）

試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。

同
学
院
宝
石
学
フ
ァ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
の
受
験
生
１５
人
は

全
員
が
合
格
しC

ert–
G

A

の
称
号
を
取
得
し
た
。

ま
た
、
難
関
の
デ
ィ
プ
ロ

マ
試
験
も
４
人
が
初
回
受
験

で
合
格
し
た
。

【
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
合
格
者
】

津
久
井
若
代
、福
田
範
子
、

多
紀
梓
、
秋
元
ま
ど
か
、
後

藤
桂
子
、
内
田
慈
晃
、
伊
藤

理
沙
、
山
下
芽
衣
、
大
久
保

絵
弥
、
本
田
拓
也
、
奥
田
文

子
、
鈴
木
真
理
、
秋
山
佳
世
、

星
野
壽
江
、
大
松
彰
。

【
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
コ
ー
ス

合
格
者
】

山
�
淳
一
、
菅
原
直
之
、

竹
林
摩
耶
、
大
谷
若
菜
。

同
学
院
で
は
、
１１
月
１４
日

にG
em

–
A

修
了
式
を
行

う
。ま

た
、
１１
月
３
日
に
は
ロ

ン
ド
ン
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ス
ミ

ス
・
ホ
ー
ル
でG

em
–A

の

宝
石
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
授
与
式

が
行
わ
れ
る
。

�株
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社
事

業
部
主
催
に
よ
る
「
第
５０
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ

ミ
ア
ム
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

シ
ョ
ー
秋
２
０
１
４
」
が
１０

月
１５
日
�水
～
１７
日
�金
の
３
日

間
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。今

回
は
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
顧
客
創

造
、
新
た
な
時
代
の
販
促
戦

略
の
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
２

１
６
社
が
出
展
、
更
に
今
回

５０
回
を
記
念
し
た
行
事
も
行

わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

来
場
者
で
会
場
は
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

２
１
６
社
が
出
展
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
ガ
イ
ド
社
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
シ
ョ
ー
秋
２
０
１
４

１１
月
～
１２
月
は
、
オ
ー
プ

ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
期
間
と
し

て
、
１１
月
２９
日
～
１２
月
６
日

を
除
く
、
水
、
木
、
土
曜
日

は
自
由
に
見
学
が
で
き
る
期

間
（
１２
月
２５
日
ま
で
）。

人
数
が
集
ま
れ
ば
露
木
館

長
が
案
内
を
す
る（
要
予
約
、

土
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
）。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
日
本

宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
係
�
０３
―
３
８
３
５

―
３
３
８
８
。

一
般
社
団
法

人
日
本
真
珠
振

興
会
（
東
京
都

中
央
区
、
大
月

京
一
会
長
）
は

「
第
２
回D

E
S

IG
N

C
O

N
T

E
ST

2014

」

の
応
募
、
一
次

審
査
を
行
い
、

実
際
に
作
品
を

作
成
す
る
部
門

か
ら
２０
点
と
デ

ザ
イ
ン
画
部
門

３４
点

を

選

出

し
、
こ
の
中
か

ら
最
終
審
査
と

表
彰
式
を
１１
月

８
日
午
後
４
時
半
か
ら
、
東

京
都
中
央
区
の
き
も
の
サ
ロ

ー
ネ
in
日
本
橋
で
行
う
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日

本
が
世
界
に
誇
る
宝
石
で
あ

る
真
珠
の
自
然
で
高
貴
な
美

し
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
、

よ
り
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
実
現
の
た
め
に
実
際
に
装

い
た
い
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
を

ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
年
は
国
内

学
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
外

の
学
生
も
対
象
に
作
品
を
募

集
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
徴

は
、
従
来
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
に
特
化
し
た
コ
ン
テ
ス
ト

と
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
シ
ー
ン
で
装
い
、
楽
し
む

と
い
う
、
真
珠
の
可
能
性
を

若
い
才
能
に
よ
り
追
求
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

２月

５～６

１９～２０

１２～１３

１６

１月

８～９

１９～２０

２６

１２月

１６～１７

１１～１２

４～５

８

１１月

６～７

１３～１４

２０～２１

１８

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

時計部品・工具・ベアーバンド

今 井 商 店
秋 田 市 山 王 新 町 ５ ― １２

〒０１０―０９５２ 電 話 ０１８―８６２―３３３１
ＦＡＸ ０１８―８６２―３６５５

購読・広告の申込は

�０３―３８３４―４２８７まで

時
に
は
ア
ナ
ロ
グ
に
戻
る
事
の
大
切
さ

第
５０
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ

ミ
ア
ム
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ
ョ
ー
開
催

個性ある数々のダイヤ展示

煌
め
き
に
酔
う
２
０
０
０
人

優雅、華美、神秘のダイヤ
ににぎぎわわっったたナナガガホホリリ秋秋のの創創美美展展

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
に
オ
ー
プ
ン

ジジ
ュュ
エエ
リリ
ーー
ララ
イイ
ブブ
ララ
リリ
ーー

英
国
宝
石
学
協
会
認
定
の
試
験
合
格
者
発
表

第２回デザインコンテスト一次審査発表

日本真珠振興会 ８日に最終審査と表彰式

１１月～１２月オープ

ンライブラリー期間
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Ｊ
ｅ
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
�
ｓ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

（
略
称
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
去
る

９
月
２５
日
午
後
１
時
か
ら
大

阪
市
中
央
区
南
船
場
の
南
船

場
会
館
で
、
２
０
１
４
年
秋

季
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し

た
。

今
回
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に

つ
い
て
２
部
構
成
で
行
い
、

第
１
部
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

の
原
石
の
特
徴
と
そ
の
グ
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
第

２
部
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の

カ
ッ
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

評
価
を
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学

宝
石
研
究
所
所
長
ユ
ー
リ
・

シ
ェ
レ
メ
ン
テ
ィ
フ
博
士
、

通
訳
を
日
独
宝
石
研
究
所
々

長
の
古
屋
正
貴
氏
が
行
っ

た
。【

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
原
石
の

特
徴
と
そ
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
法
】

日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
原
石

で
す
が
、
そ
れ
が
カ
ッ
ト
さ

れ
て
日
本
市
場
に
届
く
ま
で

に
は
い
ろ
い
ろ
な
工
程
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
同
時
に
、
原
石
で

も
行
わ
れ
て
い
る
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
方
法
を
紹
介
し
、
実

際
の
石
を
使
い
体
験
し
て
戴

き
ま
す
。
ま
ず
、
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
の
原
石
に
も
い
ろ
い
ろ

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
形
状
、
色
、
小
包
物
な
ど

い
つ
も
我
々
が
目
に
す
る
カ

ッ
ト
さ
れ
た
も
の
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
日
本
の

よ
う
な
市
場
に
流
通
し
て
く

る
か
、
の
中
で
重
要
な
の
が

原
石
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
で

す
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
に

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
原
石
に
も

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹

介
し
、
実
際
に
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
の
原
石
を
手
に
と
っ
て
グ

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
て

頂
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

原
石
を
ど
の
よ
う
に
カ
ッ
ト

し
た
ら
最
も
価
値
が
高
く
な

る
か
、
カ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
も
重
要
で
、
ど
の
よ
う

に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
紹
介
し
ま
す
。

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
携
わ
る
皆

様
に
、
い
つ
も
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
状
態
の
前
の
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
が
ど
う
な
の
か
、
知

っ
て
頂
き
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
カ
ッ

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評

価
】ダ

イ
ア
モ
ン
ド
の
カ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア

ル
・
カ
ッ
ト
を
元
に
し
た
評

価
方
法
が
広
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
の
カ
ッ
ト
の
良
さ

は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う

か
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
カ
ッ

ト
が
与
え
る
美
し
さ
を
ブ
リ

リ
ア
ン
ス
、
フ
ァ
イ
ア
、
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の

元
に
戻
っ
て
考
え
、
ま
た
そ

れ
に
影
響
を
与
え
る
要
素
を

一
つ
一
つ
考
え
て
い
き
ま

す
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
美
し

さ
に
影
響
を
与
え
る
要
素
と

し
て
、
人
の
目
の
特
性
と
し

て
明
る
く
感
じ
る
要
素
や
光

の
反
射
の
栄
養
を
考
え
て
い

く
と
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
中

に
出
来
る
影
に
よ
る
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
重
要
性
や
、
フ
ァ

セ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
の
重
要

性
、
フ
ァ
イ
ア
の
重
要
性
が

見
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
考
え
方
を
元

に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
・
カ
ッ

ト
に
限
ら
ず
、
フ
ァ
ン
シ
ー

シ
ェ
ー
ブ
に
も
適
応
で
き
る

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
評
価
体
系

と
そ
の
考
え
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
Ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
氏
を

初
め
と
し
た
モ
ス
ク
ワ
州
立

大
学
の
チ
ー
ム
が
立
案
し
た

評
価
体
系
は
、
世
界
の
大
き

な
ラ
ボ
で
も
採
用
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
３
Ｄ

モ
デ
ル
を
用
い
ま
す
。
講
習

会
で
は
３
Ｄ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
用
い
て
皆
様
に
ご
覧

頂
き
な
が
ら
、
説
明
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
頃
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
の
美
し
さ
を
分

析
し
、
そ
の
理
解
を
深
め
て

頂
き
、
既
存
の
グ
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
表
現
し

き
れ
な
い
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
感
じ
て

頂
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
（
日
独

宝
石
研
究
所
々
長
古
屋
正
貴

通
訳
）

な
お
、
来
春
１
月
１５
日
�木

午
前
１０
時
か
ら
大
阪
住
友
ク

ラ
ブ
で
新
春
ゼ
ミ
開
催
。
内

容
は
、
�１
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
共

和
国
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
視
察
発

表
�２
ビ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ッ
ト
と

ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
の
呼
称
に

つ
い
て
。

真
剣
な
�
ま
な
ざ
し
�
で
体
験
学
習
す
る
参
加
者

通常総会で挨拶する木島公平理事長

日
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
が

３
年
ぶ
り
６
度
目
（
南
海
、

ダ
イ
エ
ー
時
代
含
む
）
の
日

本
一
に
な
っ
て
プ
ロ
野
球
の

今
シ
ー
ズ
ン
全
日
程
を
終
え

た
。好

成
績
で
集
客
、
営
業
収

益
が
ア
ッ
プ
し
た
球
団
は
大

盤
振
る
舞
い
に
な
る
が
、
不

甲
斐
な
い
成
績
に
終
わ
っ
た

球
団
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

シ
ブ
チ
ン
に
な
っ
て
揉
め
る

こ
と
に
な
る
。

リ
ー
グ
優
勝
を
遂
げ
な
が

ら
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー

ズ
で
、
そ
れ
も
圧
倒
的
有
利

（
１
勝
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
）

の
ホ
ー
ム
・
東
京
ド
ー
ム
で

１
勝
も
で
き
ず
、
日
本
シ
リ

ー
ズ
出
場
を
逃
し
た
読
売
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
の
選
手
に
は
厳

し
い
査
定
が
予
想
さ
れ
る
。

主
力
と
い
え
ど
も
年
俸
ダ
ウ

ン
の
大
荒
れ
更
改
に
な
り
そ

う
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
紙
に
踊
る
大
金

も
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ハ
ッ

キ
リ
し
な
い
。
会
見
で
「
い

く
ら
ア
ッ
プ
し
た
の
？
」
と

聞
い
て
も
選
手
は
言
葉
を
濁

し
て
明
か
さ
な
い
。

で
は
、
金
額
は
ど
の
よ
う

に
決
ま
る
か
。
そ
れ
は
担
当

記
者
が
集
ま
っ
て
、
過
去
の

ケ
ー
ス
か
ら
妥
当
な
金
額
を

�
談
合
�
。
そ
れ
で
各
紙
と

も
同
じ
数
字
が
載
る
こ
と
に

な
る
。
正
確
な
年
俸
額
は
球

団
、
本
人
、
そ
れ
に
税
務
署

の
み
が
知
っ
て
お
り
、
家
族

で
す
ら
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。

そ
し
て
プ
ロ
野
球
の
球
団

は
腕
時
計
と
似
て
い
る
と
も

い
え
る
。

腕
時
計
の
部
品
は
２
０
０

～
３
０
０
個
に
も
な
る
。
パ

ー
ツ
の
ど
れ
１
つ
欠
け
て
も

正
確
な
時
間
を
刻
む
こ
と
が

で
き
な
い
。

プ
ロ
野
球
も
同
じ
だ
。
１

軍
登
録
は
２８
人
で
、
ベ
ン
チ

入
り
は
２５
人
。
２
軍
ま
で
の

支
配
下
選
手
枠
は
７０
人
に
な

り
、
さ
ら
に
育
成
選
手
も
い

る
。
人
気
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
に
な
る
と
監
督
、
コ
ー

チ
を
含
め
て
１
０
０
人
を
軽

く
超
え
る
大
所
帯
だ
。
こ
れ

に
球
団
職
員
を
合
わ
せ
る
と

２
０
０
～
３
０
０
人
に
な

る
。そ

の
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
の

歯
車
（
選
手
、
職
員
）
が
狂

い
な
く
働
く
こ
と
で
目
標
の

リ
ー
グ
優
勝
、
日
本
シ
リ
ー

ズ
制
覇
へ
と
団
結
し
て
突
き

進
む
。
ま
さ
に
一
分
一
秒
を

き
っ
ち
り
刻
む
腕
時
計
と
同

じ
構
造
な
の
だ
。

ス
ト
ー
ブ
リ
ー
グ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
人
と
人
」
。
そ

こ
に
注
目
す
る
と
パ
ズ
ル
は

明
解
だ
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
次
期
監

督
は
工
藤
公
康
に
す
で
に
決

定
と
言
わ
れ
る
。
直
前
ま
で

孫
正
義
オ
ー
ナ
ー
と
関
係
の

深
い
古
田
敦
也
の
名
前
も
挙

が
っ
た
が
、
そ
れ
も
球
団
取

締
会
長
で
あ
る
王
貞
治
氏
の

鶴
の
一
言
で
工
藤
に
決
ま
っ

た
。そ

れ
は
王
氏
が
球
界
復
帰

を
望
ん
で
い
る
城
島
健
司
の

存
在
が
あ
る
。
城
島
は
釣
り

三
昧
の
日
々
を
過
ご
し
、
プ

ロ
野
球
界
と
距
離
を
置
い
て

い
る
。
そ
れ
に
世
界
の
王
が

気
を
揉
ん
で
お
り
、
工
藤
を

次
期
監
督
に
据
え
る
こ
と
で

人
望
高
い
城
島
に
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
も
う
一
度
着
て
も
ら

お
う
と
い
う
狙
い
だ
。

楽
天
の
大
久
保
博
元
新
監

督
就
任
も
、
三
木
谷
オ
ー
ナ

ー
の
子
供
を
野
球
指
導
し
た

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。広

島
は
新
監
督
に
緒
方
孝

市
が
決
ま
っ
た
。
緒
方
と
黒

田
は
仲
が
い
い
。
誰
と
誰
の

関
係
が
良
好
か
	


。
そ
れ

は
時
計
の
歯
車
と
同
じ
こ
と

な
の
だ
。

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協

同
組
合
の
第
６０
回
通
常
総
会

が
１０
月
２２
日
、
東
京
都
台
東

区
の
オ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ

た
。木

島
公
平
理
事
長
の
開
会

の
挨
拶
の
あ
と
、
第
１
号
議

案
の
平
成
２４
年
度
事
業
報
告

書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認

の
件
か
ら
、
第
５
号
議
案
の

役
員
報
酬
決
定
の
件
ま
で
滞

り
な
く
審
議
、承
認
さ
れ
た
。

ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

及
び
監
事
選
挙
の
件
の
報
告

を
も
っ
て
終
了
し
た
。

今
期
は
４
月
の
消
費
税
の

改
正
で
消
費
は
冷
え
込
む
事

は
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
６

月
か
ら
回
復
傾
向
に
向
か
う

と
い
う
予
想
は
大
き
く
外
れ

て
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
組
合

は
後
継
者
不
足
、
企
業
の
縮

小
か
ら
２９
社
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破

す
る
た
め
に
５
月
に
「
改
善

実
行
委
員
会
」
を
設
け
て
理

事
を
中
心
に
組
合
の
行
く
末

の
議
論
を
始
め
た
。

早
急
に
取
り
込
む
課
題
と

し
て
次
の
３
点
が
発
表
さ
れ

た
。�１

組
合
員
に
組
合
の
存
在

意
義
を
問
う
�２
大
展
示
会
、

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
ー
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
展
を
見
直
し
、
組
合

員
・
出
品
商
社
双
方
の
よ
り

良
い
合
致
点
を
探
し
出
す
�３

近
未
来
の
組
合
が
存
続
出
来

る
形
は
何
か
。
ま
た
、
存
続

出
来
る
か
否
か
を
見
極
め
て

い
く来

期
は
変
わ
り
行
く
時
代

の
中
で
組
合
が
生
き
残
る
た

め
に
は
ど
う
い
う
形
が
望
ま

し
い
か
、
進
化
を
問
わ
れ
る

１
年
と
な
る
。

モスクワ国立大学の博士ら外国人講師がレクチュアー

一
般
財
団
法
人
・
伝
統
的

工
芸
品
産
業
振
興
協
会
（
田

口
宗
平
代
表
理
事
）
は
、
去

る
１０
月
３
日
に
開
か
れ
た
平

成
２６
年
度
伝
統
的
工
芸
品
産

業
大
賞
選
考
委
員
会
に
お
い

て
今
回
の
受
賞
者
を
審
議
し

た
結
果
、
同
大
賞
・
活
性
化

部
門
―
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
東

京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合
事

務
局
・
森
崎
光
枝
さ
ん
に
決

定
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
大

賞
」
を
受
賞
。

同
大
賞
は
、
長
年
に
わ
た

り
同
協
会
の
多
彩
な
事
業
に

貢
献
し
た
人
か
ら
厳
選
し
て

受
賞
者
を
決
定
す
る
も
の

で
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
森

崎
光
枝
さ
ん
は
、
「
身
に
余

る
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
光
栄
で
す
。
こ
れ
も
伝
産

協
会
皆
様
、
関
係
官
庁
の

方
々
、
私
共
組
合
の
正
副
理

事
長
、
歴
代
理
事
長
は
じ
め

役
員
各
位
、
組
合
員
の
方
々

の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
健
康
に
留
意
し

て
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
念
じ
て

お
り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。森

崎
さ
ん
は
、
昭
和
６４
年

に
東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組

合（
森
将
理
事
長
・
当
時
前
身

・
東
京
美
術
銀
器
工
業
協
同

組
合
）に
入
職
、以
来
２５
年
余

り
勤
務
し
た
。
そ
の
間
休
ん

だ
の
は
た
っ
た
２
日
と
い
う

精
勤
ぶ
り
だ
っ
た
。な
お
、同

組
合
事
務
局
を
１０
月
３１
日
を

も
っ
て
円
満
退
職
さ
れ
た
。

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組

合
（
森
将
理
事
長
）
で
は
、

去
る
１０
月
３
日
午
前
９
時
か

ら
台
東
区
東
上
野
の
組
合
会

館
で
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝

統
的
工
芸
品
「
東
京
銀
器
」

の
平
成
２６
年
度
伝
統
工
芸
士

認
定
試
験
が
行
わ
れ
、
今
回

は
分
業
造
形
部
門
「
鍛
金
」

１
人
、
同
「
寄
せ
物
」
２
人

が
受
験
し
、
試
験
は
そ
れ
ぞ

れ
実
技
（
工
程
科
目
、
作
品

科
目
）
と
知
識
（
共
通
科
目
）

で
行
わ
れ
た
。
同
試
験
の
受

験
資
格
は
、
１２
年
以
上
（
試

験
実
施
年
の
４
月
１
日
現

在
）
の
実
務
経
験
と
試
験
実

施
時
点
で
製
造
地
域
に
お
い

て
直
接
従
事
し
て
い
る
者
。

な
お
、
結
果
は
１２
月
に
発

表
さ
れ
る
。

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院

で
は
、G

em
-A

認
定
の
宝

石
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
の
取
得
を

目
指
し
Ｆ
Ｇ
Ａ
を
目
指
す
日

本
語
に
よ
る
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

現
在
、
Ｆ
Ｇ
Ａ
を
目
指
す

通
学
制（
５
月
、
１１
月
入
学
）

の
２
コ
ー
ス
と
通
信
制
（
入

学
随
時
）
の
秋
季
生
と
通
信

コ
ー
ス
生
を
募
集
し
て
い

る
。世

界
に
通
用
す
る
専
門
知

識
と
鑑
別
技
能
を
も
っ
と
ジ

ェ
モ
ロ
ジ
ス
ト
を
目
指
す
方

が
対
象
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
学
院

宝
石
学
部
�
０３
―
３
８
３
５

―
３
３
８
８
伊
藤
・
若
月
。

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ

Ａ
（
田
中
貴
金
属
ジ
ュ
エ
リ

ー
�株
東
京
都
中
央
区
、
田
中

和
和
社
長
、
以
下
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
）
は
、
純

金
約
３５
�
を
使
用
し
た
「
純

金
製
置
物
七
福
神
」（
写
真
）

を
、
１０
月
１
日
か
ら
（
税
込

参
考
価
格
７９
万
９
０
０
０

円
）
で
販
売
す
る
。

「
純
金
製
置
物
七
福
神
」

は
、
開
運
吉
兆
の
赤
富
士
を

背
景
に
、
黄
金
の
七
福
神
が

宝
船
に
乗
っ
て
福
福
し
い
表

情
を
た
た
え
る
様
を
、
熟
練

の
職
人
に
よ
る
匠
の
技
で
丹

念
に
表
現
し
た
。
光
沢
部
分

と
つ
や
け
し
部
分
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
表
現
な
ど
、
細
部

に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た
逸

品
だ
。

元
来
、
七
福
神
は
金
運
招

来
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、

健
康
長
寿
、
商
売
繁
盛
な
ど

の
吉
運
を
も
た
ら
す
と
言
わ

れ
、
金
運
を
さ
ず
け
る
七
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

七
福
神
の
乗
る
宝
船
は
、
新

年
を
表
す
季
語
で
も
あ
り
、

七
人
の
神
様
が
打
ち
揃
っ
て

船
に
乗
っ
て
幸
運
を
運
ぶ
様

は
、
新
年
を
迎
え
る
ご
家
庭

に
飾
る
縁
起
物
や
ギ
フ
ト
商

品
と
し
て
、
数
多
く
の
お
客

様
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

る
。【

七
福
神
の
名
称
】

毘
沙
門
天
‥
勝
負
事
の
神

様
福
禄
寿
‥
福
徳
・
長
寿
の

神
様
恵
比
寿
天
‥
商
売
繁
盛

の
神
様

弁
財
天
‥
学
問
・
財
福
の

神
様
大
黒
天
‥
豊
作
の
神
様

寿
老
人
‥
長
寿
・
幸
福
の
神

様
布
袋
‥
開
運
・
良
縁
・
子

宝
の
神
様

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ

Ａ
で
は
毎
年
、
縁
起
物
で
あ

る
干
支
を
テ
ー
マ
に
し
た
純

金
・
銀
製
の
置
物
や
根
付
、

切
り
絵
金
箔
額
な
ど
の
工
芸

品
を
製
作
・
販
売
し
、
開
運

招
福
を
願
う
お
客
様
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
。

縁
起
物
の
代
名
詞
と
も
い

え
る
七
福
神
関
連
商
品
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も「
純

金
置
物
戎
様
」
や
、
「
１８
金

製
七
福
神
根
付
」
「
純
金
製

小
判
大
黒
天
」
な
ど
数
多
く

販
売
し
て
い
る
。
今
回
、「
純

金
製
置
物
七
福
神
」
を
新
た

に
製
作
し
、
干
支
関
連
商
品

と
共
に
新
春
向
け
の
ア
イ
テ

ム
を
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

で
展
開
す
る
。

※
参
考
価
格
は
、
金
税
込

小
売
価
格
４
７
０
０
／
�
で

計
算
。

動
向

今
月
も
デ
マ
ン
ト
イ
ド
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
マ
リ
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
フ

ェ
ー
ン
な
ど
の
キ
ラ
キ
ラ
系
の
動
き
や
問
い
合
わ
せ
が
多
い
月
で
し

た
。
他
に
は
、
タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
や
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
も
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

今
ま
で
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
は
メ
レ
サ
イ
ズ
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が

今
月
は
単
品
物
（
１
個
石
）
の
引
き
合
い
が
多
く
こ
れ
か
ら
期
待
で
き
る
色
石
の
一

つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
五
十
嵐
）

売れ筋ベスト１０

純金の七福神

�１ サファイア

�２ ルビー

�３ スフェーン

�４ タンザナイト

�５ ペリドット

�６ ガーネット族

�７ ブルージルコン

�８ トルコ石

�９ アクアマリン

�１０ スピネル

＊２０１４年１０月１ヶ月店頭販売（数量伸び率比較）調べ

資料提供�ミユキグループ（ジュエリーおかちまち）

�０３―３８３６―４３３１

天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市中央区南船場１―６―１５

ＴＥＬ ０６―６２６６―４７８７

ソフトバンク監督はなぜ
古田ではなく工藤なのか

純金約３５ｇの置物七福神
GINZATANAKA匠の技で作った逸品を販売

熱
い
まま
なな
ざざ
しし

Ｊ
Ｓ
Ｃ
秋
季
ゼ
ミ

専
門
知
識
高
め
る
ジ
ュ
エ
ラ
ー
勉
強
会

ダイアモンド原石の特徴とそのグレーディング法
ダイアモンドのカットパフォーマンスとその評価

伝
統
的
工
芸
産
業
大
賞
に
森
崎
光
技
さ

ん

平
成
２６
年
度
伝
統
工
芸
士
認
定
試
験

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協
同
組
合
が
通
常
総
会

Ｆ
Ｇ
Ａ
目
指
す
生
徒
募
集

１１００月月のの色色石石ルルーースス

木
島
理
事
長
が
留
任

����������������（第三種郵便物認可）���������

時
計
の
歯
車
と
同
じ
プ
ロ
野
球
の
監
督
人
事



�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������� �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
２７
回
国
際
メ
ガ
ネ
展

（
ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
４
）
で

ア
イ
ウ
ェ
ア
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
２
０
１
５
（
１０
月
２０

日
号
既
報
）
の
各
部
門
の
グ

ラ
ン
プ
リ
が
発
表
さ
れ
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品
は

以
下
の
通
り
�１
社
名
�２
ブ
ラ

ン
ド
名
�３
モ
デ
ル
名
�４
寸
評

�５
審
査
講
評
。

メ
ン
ズ
部
門
は
�１
�株
ア
ト

リ
エ
サ
ン
ク
�２U

SH
by

y
uichi

toyam
a

�３U
F–47

T
yler

�４
「L

ightC
lassic

」

を
ベ
ー
ス
に
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ｄ
（
奇
妙
や
変

わ
っ
た
を
意
味
す
る
）
「
ち

ぐ
は
ぐ
」
「
ズ
レ
」
を
デ
ィ

テ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
で
表
現

し
、
Ｕ
Ｓ
Ｈ
な
ら
で
は
の
新

た
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル

を
提
案
し
て
い
る
�５
８０
年
代

の
タ
イ
プ
を
モ
ダ
ン
に
昇
華

し
、
モ
ノ
と
し
て
の
面
白
み

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
か
け
て

違
和
感
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
っ
て

も
浮
い
て
見
え
な
い
、
か
け

心
地
も
柔
ら
か
い
と
い
う
今

年
ら
し
い
１
本
。

レ
デ
ィ
ー
ス
部
門
は
�１
�株

デ
ュ
ア
ル
�２D

JU
A

L

�３O
H

–09

�４
セ
ル
ロ
イ
ド
テ
ン

プ
ル
と
し
て
は
限
界
ま
で
薄

く
し
た
独
自
開
発
の
ノ
ー
芯

テ
ン
プ
ル
。
弾
力
性
に
富
み

軽
や
か
で
抜
群
の
フ
ィ
ッ
ト

感
。
フ
ロ
ン
ト
は
セ
ル
ロ
イ

ド
だ
か
ら
こ
そ
の
リ
ム
の
繊

細
さ
と
、
顔
な
じ
み
の
良
い

形
・
サ
イ
ズ
感
に
こ
だ
わ
り

デ
ザ
イ
ン
�５
セ
ル
ロ
イ
ド
を

熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
た
、
機
能
美
あ
ふ
れ
る

か
け
心
地
の
良
さ
が
光
る
メ

ガ
ネ
。
人
気
の
ボ
ス
ト
ン
型

も
こ
の
カ
ラ
ー
に
す
る
こ
と

で
優
し
い
印
象
に
。
ま
た
、

絶
妙
な
サ
イ
ズ
感
も
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
。

キ
ッ
ズ
部
門
は
�１FL

E
Y

E
L

T
D

.

�２FL
E

Y
E

�３L
e

nni

�４
２４
層
の
極
薄
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
に
表
層
の
グ

ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
を
重
ね
て

頑
丈
な
フ
レ
ー
ム
を
実
現
し

た
。
超
軽
量
の
フ
レ
ー
ム
と

受
賞
歴
も
あ
る
調
節
可
能
な

FL
E

Y
E

の
パ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ

ー
が
完
璧
な
か
け
心
地
を
約

束
す
る
�５
本
体
は
カ
ー
ボ
ン

フ
ァ
イ
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、

軽
量
で
精
緻
な
イ
メ
ー
ジ
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。
子
供
向

け
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
高

級
感
を
演
出
、
同
社
で
築
か

れ
た
大
人
向
け
の
メ
ガ
ネ
の

技
術
が
継
承
さ
れ
た
完
成
度

の
高
い
メ
ガ
ネ
に
な
っ
て
い

る
。サ

ン
グ
ラ
ス
部
門
は
�１
�株

ボ
ス
ト
ン
ク
ラ
ブ
�２
ベ
セ
ペ

セ
�３B

S–046

�４
イ
ン
テ
リ

ア
・
雑
貨
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
様
々
な
と
こ
ろ
で
見
か
け

る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
フ
ロ
ン

ト
に
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
た
。
全
体
的

に
丸
み
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム

で
、
違
和
感
の
な
い
掛
け
や

す
さ
・
心
地
よ
さ
に
仕
上
げ

た
�５
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ル
ム
な
が
ら
、

美
し
く
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
さ
れ

た
ア
セ
テ
ー
ト
と
丁
寧
な
手

作
業
に
よ
り
、
ア
シ
ン
メ
ト

リ
ー
が
素
敵
な
サ
ン
グ
ラ
ス

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
夏
が

待
ち
遠
し
く
な
る
一
品
で
あ

る
。機

能
・
技
術
部
門
は
�１I

N
O

C
O

�２K
R

A
A

K
R

A
A

�３
ネ
ス
タ
ー
�４
フ
ロ
ン
ト

８
層
、
テ
ン
プ
ル
４
層
の
多

重
圧
着
耕
三
。
フ
ロ
ン
ト
に

剛
性
、
テ
ン
プ
ル
に
柔
軟
性

を
持
た
せ
て
い
る
。
木
材
の

組
み
合
わ
せ
の
み
で
、
そ
の

構
造
を
作
り
出
し
て
い
る
事

が
特
徴
�５
木
の
フ
レ
ー
ム
は

様
々
あ
る
が
、こ
こ
ま
で「
し

な
や
か
」
な
製
品
は
知
ら
な

い
。
薄
い
木
の
芯
材
に
薄
い

表
面
材
を
レ
イ
ヤ
ー
ド
し
た

ア
イ
デ
ア
。
芯
材
を
徐
々
に

薄
く
削
り
込
ん
で
い
く
ヨ
ロ

イ
部
の
仕
事
は
秀
逸
。

◇各部門◇ ｉＯＦＴ２０１４で発表

日眼連２０１４年度第２回理事会報告記者
会見を行う理事（右から矢野氏、馬場
氏、会澤氏、西村会長、平岩氏、乾氏

日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会

（
西
村
輝
和
会
長
）
は
、
１０

月
２１
日
午
後
４
時
か
ら
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟
で
日

眼
連
２
０
１
４
年
度
第
２
回

理
事
会
報
告
記
者
会
見
を
行

っ
た
。

会
見
冒
頭
西
村
会
長
は

「
先
程
第
２
回
理
事
会
も
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
出
席
理

事
さ
ん
に
よ
る
熱
心
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
」
と

挨
拶
し
、
次
に
各
委
員
会
の

報
告
で
は
、
ま
ず
、
推
進
機

構
の
活
動
報
告
と
し
て
は
来

月
総
会
が
行
わ
れ
る
。次
に
、

組
織
委
員
で
は
、
会
員
増
強

の
件
で
、
全
国
を
５
つ
に
分

け
て
話
し
合
う
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
入
会
金
０
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
９
月
で
終
了
し

た
。

次
に
、
日
眼
連
消
費
者
対

策
部
で
は
、
災
害
対
策
・
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
検
討
委

員
会
の
設
置
を
提
案
（
最
近

頻
繁
に
発
生
す
る
災
害
や
今

後
の
激
甚
災
害
に
お
け
る
非

常
事
態
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
業
界
内
で
の
危
機
管

理
体
制
の
構
築
と
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
そ
し
て

各
団
体
と
の
情
報
窓
口
の
一

本
化
と
一
元
管
理
を
行
う
セ

ク
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
）

を
検
討
し
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
を
立
ち
上
げ
を
す

る
。
次
に
、
日
眼
連
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
の
報

告
。
次
に
、
Ｐ
Ｌ
保
険
に
つ

い
て
の
報
告
で
は
、
日
本
眼

鏡
安
全
協
会
「
新
Ｐ
Ｌ
保
険

拡
大
補
償
制
度
」
の
説
明
で

は
、
ま
だ
入
会
者
が
少
な
い

の
で
増
や
し
た
い
。

第
１
号

所
管
事
項
の
協

議
及
び
報
告
の
件

１
、
藪
下
理
事
長
あ
い
さ

つ
並
び
に
月
次
報
告
、
他

�１
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会

「
会
員
シ
ー
ル
」
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
眼
鏡
公
正
取

引
協
議
会
は
初
め
て
会
員
シ

ー
ル
を
作
成
し
た
の
で
、
当

組
合
で
は
組
合
員
分
を
一
括

購
入
し
既
に
配
送
済
と
の
報

告
を
行
い
、
今
後
、
有
効
か

つ
効
果
的
に
利
用
す
る
よ
う

要
請
を
行
っ
た
。

�２
第
２
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作

成
委
員
会
に
つ
い
て
、
他

１０
月
８
日
（
水
曜
日
）
中

央
区
八
重
洲
「
八
重
洲
倶
楽

部
」
に
て
開
催
す
る
第
２
回

Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員
会

は
、
諸
事
情
に
よ
り
出
席
で

き
な
い
旨
説
明
を
行
っ
た
。

２
、
平
成
２６
年
度
組
合
表

彰
式当

組
合
表
彰
規
定
に
そ
っ

て
下
記
の
通
り
平
成
２６
年
度

組
合
表
彰
式
を
執
り
行
っ

た
。�１

平
成
２６
年
度
月
例
会
皆

勤
表
彰

先
ず
、
平
成
２６
年
度
（
平

成
２５
年
９
月
～
翌
２６
年
８

月
）
中
に
開
催
し
た
全
１１
回

の
月
例
会
全
て
出
席
し
た
下

記
組
合
員
に
月
例
会
皆
勤
表

彰
の
記
念
品
を
進
呈
し
た
。

＊
平
成
２６
年
度
月
例
会
皆

勤
表
彰
社

・
�株
ク
リ
ア
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
、
�株
三
共
社
、
ジ
ャ
パ
ン

オ
プ
テ
ィ
カ
ル
�株
、
関
眼
鏡

�株
、
�株
中
山
眼
鏡
、
�株
二
橋
、

以
上
６
社
。

�２
平
成
２６
年
度
月
例
会
精

勤
表
彰

次
に
、
平
成
２６
年
度
（
平

成
２５
年
９
月
～
翌
２６
年
８

月
）
中
に
開
催
し
た
全
１１
回

の
月
例
会
の
中
で
、
９
回
ま

た
は
１０
回
出
席
し
た
下
記
組

合
員
に
月
例
会
精
勤
表
彰
の

記
念
品
を
進
呈
し
た
。

＊
平
成
２６
年
度
月
例
会
精

勤
表
彰
社

・
�有
野
村
眼
鏡
店
、
以
上

１
社
。

３
、
東
京
時
計
宝
飾
眼
鏡

卸
組
合
連
合
会
１０
月
役
員
会

の
件
（
齊
藤
常
務
理
事
）

１０
月
１５
日
（
水
曜
日
）
当

組
合
に
て
開
催
さ
れ
る
東
京

時
計
宝
飾
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
の
１０
月
役
員
会
開
催
要
領

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

４
、
２
０
１
５
年
ワ
ー
ル

ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
件

（
冨
田
常
務
理
事
）

来
春
、
４
月
１４
日
（
火
曜

日
）
～
１５
日
（
水
曜
日
）
両

日
、
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷
ヒ

カ
リ
エ
９
階
「
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ

ｉ
ｅ

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

Ａ
＆

Ｂ
」
に
て
開
催
す
る
第
４７
回

目
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
ワ

ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア

中
途
出
展
状
況
報
告
を
行
っ

た
後
、
現
時
点
で
協
議
決
定

し
て
い
る
開
催
要
領
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

５
、
福
利
厚
生
部
か
ら
の

ご
案
内
（
山
�
監
事
）

福
利
厚
生
部
か
ら
の
ご
案

内
と
し
て
、
下
記
３
点
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

�１
第
４６
回
永
年
勤
続
従
業

員
表
彰
に
つ
い
て

先
般
、
当
組
合
員
に
第
４６

回
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
規

定
を
提
示
し
て
被
表
彰
対
象

者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
２３
人

の
従
業
員
の
皆
様
の
推
薦
が

あ
り
、９
月
理
事
会
の
席
上
、

全
員
の
理
事
長
表
彰
が
決
定

し
た
旨
報
告
を
行
っ
た
。

尚
、
既
に
被
表
彰
者
が
従

事
さ
れ
て
い
る
組
合
員
各
事

業
所
あ
て
表
彰
状
並
び
に
記

念
品
を
配
送
し
て
あ
る
の

で
、
手
許
に
届
い
た
時
点
で

そ
の
内
容
を
確
認
し
て
も
ら

っ
た
後
、
各
事
業
所
単
位
で

表
彰
式
を
執
り
行
う
よ
う
要

請
を
行
っ
た
。

�２
平
成
２７
年
組
合
新
年
会

に
つ
い
て

新
年
早
々
予
定
し
て
い
る

平
成
２７
年
組
合
新
年
会
は
、

１
月
７
日
（
水
曜
日
）
台
東

区
上
野
「
鰻
割
烹

伊
豆
榮

別
館
（
不
忍
亭
）
」
に
て
執

り
行
う
こ
と
に
な
っ
た
旨
説

明
を
行
っ
た
。

�３
平
成
２７
年
度
組
合
懇
親

旅
行
会
に
つ
い
て
、
他

来
夏
、
６
月
５
日
（
金
曜

日
）
～
６
日
（
土
曜
日
）
両

日
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
前

年
度
よ
り
さ
ら
に
時
期
を
繰

り
下
げ
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
平
成
２７
年
度
組

合
懇
親
旅
行
会
は
、
行
先
の

第
一
候
補
を
山
梨
県
石
和
温

泉
と
し
て
現
在
企
画
立
案
中

と
の
説
明
を
行
っ
た
。

６
、
教
育
情
報
部
か
ら
の

ご
案
内
（
伊
藤
常
務
理
事
）

過
去
一
カ
月
間
に
亘
り
収

集
さ
れ
た
眼
鏡
関
連
記
事
な

ど
を
提
示
し
て
説
明
を
行
っ

た
。７

、
情
報
交
換
、
他

以
上
を
以
っ
て
議
事
の
全

て
が
終
了
し
た
の
で
、
司
会

よ
り
閉
会
を
告
げ
散
会
し

た
。
時
に
午
後
５
時
２０
分
。

尚
、
同
月
例
会
終
了
後
、
直

ち
に
平
成
２６
年
度（
第
６４
回
）

通
常
総
会
を
執
り
行
っ
た
。

大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
眼
鏡
委
員
会
で

は
、
「
第
１３
回
眼
科
医
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
。

〔
開
催
概
要
〕

▽
日
時
‥
平
成
２６
年
１１
月

２７
日
�木
、
午
後
１
時
～
５
時

▽
会
場
‥
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ

ル
南
船
場
・
大
阪
市
中
央
区

南
船
場
２
―
１２
―
２２
、
�
０６

・
６
２
５
１
・
３
５
５
１
。

▽
内
容
‥
�一
講
師
・
吉
野

紀
子
（
日
本
眼
鏡
技
術
専
門

学
校
講
師
）。
演
題
・「
メ
ガ

ネ
の
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
術
」
午
後
１
時
～
２
時
難

し
い
色
使
い
の
フ
レ
ー
ム
数

本
（
セ
ル
メ
タ
ル
問
わ
ず
）

男
性
は
ネ
ク
タ
イ
、
女
性
は

口
紅
を
持
参
く
だ
さ
い
。
�二

講
師
・
森
下
清
文（
医
師（
一

社
）
大
阪
府
眼
科
医
会
常
任

理
事
）
。
演
題
「
眼
科
最
新

の
情
報
」
加
齢
と
眼
等
、
午

後
２
時
～
５
時
。

▽
会
費
‥
５
０
０
０
円
。

組
合
員
・
組
合
員
外
を
同
一

と
し
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。▽

申
込
‥
大
阪
組
合
ま
で

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０６
・
６
２
５
３
・

０
６
０
２
、
�
０６
・
６
２
５

３
・
０
６
０
０
）
、
氏
名
、

店
名
、
住
所
、
技
協
登
録
�
、

所
属
組
合
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
及
び
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
の
事
。
締

切
は
１１
月
２１
日
�金
。

〈
注
・
今
回
も
技
術
者
協
会

に
よ
る
生
涯
教
育
１
ポ
イ
ン

ト
が
付
き
ま
す
〉

協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
（
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ｃ
�
布
田
昭
理
事
長
）は
、

教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
定

期
的
に
工
場
見
学
等
の
研
修

を
行
っ
て
い
る
が
、
去
る
９

月
２４
日
～
２６
日
に
２
泊
３
日

の
日
程
で
鯖
江
産
地
を
訪

れ
、
フ
レ
ー
ム
工
場
や
め
が

ね
会
館
を
見
学
し
た
。
今
回

は
「
鯖
江
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
勉

強
会
」
と
い
う
こ
と
で
、
会

員
社
の
社
員
や
本
部
ス
タ
ッ

フ
な
ど
総
勢
４７
人
が
参
加
し

た
（
写
真
）。

勉
強
会
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
、

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

研
修
と
な
っ
た
。
め
が
ね
会

館
で
は
、
手
作
り
メ
ガ
ネ
の

工
房
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

レ
ー
ム
作
り
の
実
習
、
「
め

が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
見

学
を
行
い
、
セ
ル
ロ
イ
ド
・

ア
セ
テ
ー
ト
の
生
地
な
ど
に

つ
い
て
�株
キ
ッ
ソ
オ
の
平
本

勝
也
氏
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

レ
ー
ム
の
製
造
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
に
つ
い
て
（
バ
フ
、

ヤ
ス
リ
か
け
な
ど
）
�有
谷
口

眼
鏡
の
谷
口
康
彦
氏
か
ら
販

売
・
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
役

立
つ
参
考
に
な
る
話
を
聞
い

た
。
ま
た
、
福
井
県
眼
鏡
協

会
の
笈
田
一
人
氏
か
ら
福
井

県
眼
鏡
産
地
の
歴
史
等
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。

工
場
見
学
の
訪
問
先
は
修

理
の
�株
リ
ペ
ア
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
で

知
ら
れ
る
�株
竹
内
光
学
工

業
、部
品
の
�有
松
原
蝶
制
作
、

ラ
イ
ン
ア
ー
ト
や
微
細
精
密

加
工
の
�株
シ
ャ
ル
マ
ン
の
４

工
場
を
見
て
回
っ
た
。

夜
は
、
お
互
い
の
見
学
し

た
感
想
な
ど
を
語
り
、
懇
親

を
深
め
た
。

第
３
回
新
し
い
眼
鏡
の
展

示
会
『
サ
イ
ト
』
が
１０
月
２０

日
（
月
）
～
２２
日
（
水
）
の

３
日
間
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
４６
社
が
出
展
し
て
開
催
さ

れ
た
（
写
真
）。

展
示
の
他
に
は
セ
ミ
ナ
ー

（
セ
イ
コ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
）に
、

サ
ー

ビ

ス

で

は
、
フ
リ
ー
ド

リ
ン
ク
、
軽
食

（
ラ
ン
チ
）
サ

ー
ビ
ス
に
お
買

い
上
げ
特
典
サ

ー
ビ
ス
も
行
わ

れ
て
い
た
。

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

２０１５年新年賀詞交歓会のご案内

大阪府時計宝飾眼鏡商業協同組合

［第１３回］眼科医に

よるセミナー開催

東東
眼眼
協協
９９
月月
のの
例例
会会
議議
事事
録録
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◆メンズ部門

◆レディース部門

◆キッズ部門

◆サングラス部門

◆機能・技術部門

鯖
江
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
勉
強
会

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
研
修
会
に
４７
人
が
参
加

《プラスチックフレーム作りの実習も》

新
し
い
眼
鏡
の
展
示
会
に
４６
社
出
展

災
害
対
策
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
検
討
委
員
会
の
設
置
を
提
案

日眼連２０１４年度第２回理事会報告記者会見

独
自
開
発
の
技
術
や

テ
ー
マ
の
Ｏ
Ｄ
Ｄ
も

�	
��
���������� ��（第三種郵便物認可）�

���


	2295-01.pdf
	2295-02
	2295-03
	2295-04

